
 

 

 

 

２０２２年６月１９日（日） ＠新座総合技術高校 ９：３０ＫＯ 

 

Ｕ１８リーグ第７節 vs 豊岡高校 

    

前半 ０－２   

   後半 ０－５   

   合計 ０－７  

 

「自己満ではなく、本気が伝わる取り組み」 

 

 ６月のリーグ戦３連戦のラストは豊岡高校との対戦。インターハイ予選は県大会に進み、現在リーグ

首位。何より、新人戦で０対５で負けた相手。新人戦から５ヶ月が経ち、自分たちの成長を感じられる

試合にしようと臨んだゲーム。しかし、思う様に試合は進まず、０対７での敗戦。悔しい敗戦となった。 

 相手のこの一戦にかける気持ちに圧倒された。リーグ戦無敗での昇格を目標にして取り組む姿勢、イ

ンターハイ県一回戦で負けたことの悔しさを持ってこの試合に臨んでいるということが、豊岡高校の選

手から伝わってきた。 

 自分たちで、自分たちを奮い立たせて行動で示す姿は、対戦相手ではあるが学ぶことが多くあった。

私たち自身学ばなければいけないことである。豊岡高校から「本気度」が随所に伺えた。アップ前のグ

ラウンドに入るところから、アップ中の声がけ、動き。自分たち基準ではなく、周りに伝わる「本気度」。

周りに伝わって初めて本物であると私は思う。豊岡のサッカーに対する「本気度」は本物だなと感じた。 

 自己満足でやっているうちは、成長はない。成長がなければ成功もない。「本気」は人の心を動かす力

がある。人の心を動かす＝「本気」が伝わる取り組みをすること。そしてそれは、自分たちの成長とな

る。成長があって、成功の可能性につながる。 

もっともっと「本気」で取り組める集団となり、観ている人の心を動かすサッカーをしよう。「本気」

が必ず自分たちの成長につながる。 

 

 

 

 

 

 

 

次の公式戦 

 

７月１６日(土)   

リーグ第８節 vs 新座高校            

 

応援宜しくお願い致します。 

新座総合技術高等学校 

サッカー部顧問 松村健 

 ２０２２Vol.１０  

 

 

 

 


